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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。
＜連絡事項＞

・12/17（月）医療機能評価の再審査に備えて、緊急コード基準手順書が作成されています。各自緊急時対応できるように、リスクマネージメント・マニュアルを確認しておいて下さい。

＜患者様連絡事項＞

· 柳杭田　かつ子様～12/14（金）の準夜帯で、お正月外泊について御家族（お姉様）

· 　　　　　　　　　へ電話し、了解されています。主治医へ報告し許可を頂いて下
· 　　　　　　　　　さい。
・山火　るい子様～本日お母様の面会があり、歯科受診し毎食後歯磨きを行っている

事や、衣類の管理も、出来ている事を伝えています。正月外出の

希望あり日程が決まり次第、2～3日前に連絡して下さるそうです。

・坂本　のり子様～本日お父様、お母様､妹様の面会がありました。お父様の体調が
· 　　　　　　　　優れない為に、3月末まで埼玉の妹様の所にいらっしゃるとの事
· 　　　　　　　　です。本人様より衣類等必要との発言があった場合に、しまむら
· 　　　　　　　　等へスタッフ付き添う場合には、付き添い料金1時間1500円発
· 　　　　　　　　生する事を伝え、了解されています。
＜要注目患者様について＞

・船場　幸子様～12/14（金）に突然お姉様の面会がありびっくりしたと話されています。青山荘へ入所しなくてはならないのか、お金の事が気にかかると話されていますが、不安感をひきづる事無く日課・プログラム等は、参加出来ています。本日は昨日のお姉様が突然面会に来られた事で「自分の状態が悪くなったのかなと思って、あらためて姉に電話したら、青山荘入所の件で来たという事だったので、安心しました。おしっこにバイ菌が入ってるから、今薬飲んだり、水を多く飲むようにしている事も話したりしました。」と表情にもゆとりが観られています。本人が不安に抱えている部分についてPSWを交え不安を軽減できるよう関わると共に、今後も日課・プログラム等の参加状況を観察・確認していきましょう。

・佐々木　康子様～本日4時に覚醒し、「私は何年後に退院できるでしょうか？」と話

される事あります。退院する為には何をすればいいか考えるよう

促しています。焦っても退院できない事を伝え、今やる事は服薬

セットと外出訓練を継続し、できる事に目標を置くように話して

います。又、離院・多量服薬等の衝動行為について確認し、「もう

絶対にやらない、あの時はとても具合が悪くて・・・」と話され

ています。スタッフに相談できた事を評価しています。

北病棟にも居場所がないと臥床傾向にありますが、ホールに来る

事で、他患者様やスタッフからも話し掛けられたり、自分自身で

も話題が見つかり、交流場所を持つ事で自分自身が見えてくるの

では？と伝えています。現在困ってる事に対しては、「他の人に聞

いて行っているので、大丈夫です。」と話されています。

服薬管理についても、段階を踏み自己判断せずに周囲の意見を聞

く事が必要である事話し、聞き入れること出来ています。

　　　　　　　　　買い物時1.5Ｌのジュースは1本だけしか購入できないのか、聞い

てくることあります。本人様が日用品などについても、自己管理

についてどの位出来るのか評価し、担当スタッフと相談確認する

事としています。

・佐々木　淳様～9/28より毎日スタッフと一緒に筋力アップの為の運動を続けていま

すが、拒否される事があり、話し合っています。病気について理解

し、情報収集を確実に行い対応して下さい。自分を上手く表現でき

ない為、物にあたったりしています。介入に対して本人の気持ち及

びスタッフ自身が介入した後の行動等を踏まえ対応するようにして下さい。もし自分が上手く対応できない時は、他のスタッフと協力する等、アプローチの仕方を変え対応するようにしましょう。

＜Ｗｉｚスケジュール管理、確認＞

・北病棟スタッフは全員スケジュール登録がされています。










